


























学年 大好き 好き 嫌い 大嫌い
小 3 31.7 46.1 16.7 4.8
小 4 23.9 47.0 22.3 6.4
中 1 10.9 43.4 35.1 10.5
中 2 9.6 43.0 36.5 10.6
小 1 小 2 小 3 小 4 小 5 小 6
平成 10 好き（+） 55 47 47 38 37 34
嫌い（－） 9 15 15 22 28 31
平均値（A） 46 32 32 16 9 3
平成 18 好き（+） 55 53 50 49 40 35
嫌い（－） 15 17 13 16 22 27
平均値（B） 40 36 37 33 18 8



















均値（Ｂ）」として，表 1-2に記す。さらに，図 1-1として，表 1-2のデータをグラフにして




成 10年では，小学校 1年から小学校 6年まで，常に算数の好きさ加減は減少している。平成







































教育は新制中学校の 3年間を含めた 9年間に長くなった。昭和 22年，昭和 26年の学習指導
要領は，中学校では，三角形の合同条件を用いた証明や，代数の連立方程式などは扱われない。
せいぜい小数×小数が扱われる程度である（国立教育政策研究所，2014）。つまり，Ｇ .







































































































































































































































































単な」という言葉が昭和 52年から平成 10年の 3回にわたって記されており，この時期にや
や軽めに取り扱われたことや，昭和 33年から平成 20年というほとんどの時期において本文
ではなく，「内容の取り扱い」などの注記として扱われていたことがわかる。他方，立面図又






（小 1～小 3）に限られて，小 5にはなくなったため，図形の領域として配当されたことによる。
前者の昭和 43年については小 4と学年が 1年早く配当されている。
2-3　角柱の体積と表面積については，概ね「B量と測定」の領域の小 6への配当となっている。






















3-3　錐体については，昭和 52年までは小 6であり，平成元年からは中 1となった。
3-4　小 3で，円に関連して球が扱われる。
3-5　昭和 52年以降，「箱の形」が小 2に明示されるようになった。












































図 2 － 1　ある図形の投影図　　　　　　　図 2 － 2　中 1 の教科書に記された立体
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　5：珍（めずら）しい－ 4：ちょっと珍しい－ 3：びみょう－ 2：ややありきたり－ 1：ありきたり
い）見取り図を書く用紙は，





　5：珍しい－ 4：ちょっと珍しい－ 3：びみょう－ 2：ややありきたり－ 1：ありきたり
お）高さ付き平面図は，





　5：珍しい－ 4：ちょっと珍しい－ 3：びみょう－ 2：ややありきたり－ 1：ありきたり
く）きょうのソーマ・キューブというパズルは，





















































小学校 3年以下 4名 0名 100％
小学校 4年以上 4名 2名 67％








人数 4人 4人 2人 4人 14人
表 3-1　感想に関わる 10 問の構造
対象 ＼ 感想の観点 珍しさ 易しさ 面白さ
ドッティー・ペーパー あ い う
高さ付き平面図 え お か
















































正答者数 3人 2人 2人 4人 11人
誤答者数 1人 2人 0人 0人 3人






























































低学年 5.0 4.3 5.0
中学年 4.0 3.5 4.5
高学年 3.0 3.5 4.5




低学年 4.8 5.0 4.8
中学年 4.0 3.5 4.8
高学年 3.0 3.5 4.5
大人 3.8 4.3 4.3
表 3-8
ソーマキューブ 総じて
珍しい 簡単 面白い 面白い
低学年 3.5 3.5 4.8 5.0
中学年 4.8 2.5 3.5 3.5
高学年 3.5 2.0 4.5 4.5
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